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　痴呆から認知症へ　６年間の軌跡
～　院長退任の御挨拶　～

　ほうゆう病院　　藤澤　浩四郎

　　六月末を以って院長を退任いたしました。退任の理

　由は年齢もありますが、それよりも良き後継者を次の あると私は受け止めています。認知症の精神医学的研

　院長としてお迎え出来たからであります。新しい院長 究は、大学病院だけでは完成しません。認知症の多く

　は、小阪憲司先生、横浜市立大学医学部名誉教授（精 は、原因も本態も未だ不明であるだけでなく、その自

　神医学教室）、現在も日本老年精神医学会理事長の要 然史（発病から死ぬまでの経過）も十分に解明されて

　職にある方です。認知症専門精神科病院を標榜する、 はいません。大学病院では医学上、医療政策上の制約

　ほうゆう病院としては、これ以上の方を院長として迎 から患者の入院期間は極めて短いものです。一ヶ月足

　えることは、これから先当分有り得ないのではないか らずの検査（と治療）入院で解決される問題は限られ

　と私は思っています。地元の大学病院で教職にあった ていて、残された医学上・医療上の（介護上のではな

　方として、学者として、医師として、そして一人の人 い）問題は移された後方病院に全て託されているので

　間として見て、です。 す。

　　ところで、初代院長として病院開設以来のこの六年 　認知症とはどうゆう病気か、認知症患者とはどうゆ

　間、私はこの新しい院長を迎えるために何を残し得た う人達か、どのように治療の対象とされるべきである

　だろうか、と考えます。認知症疾患治療病棟を併設運 か、というような課題は、老人病院でも老人施設でも

　営している精神科病院は沢山ありますが、認知症患者 解決を要請されておらず、又期待もされていません。

  だけを受け入れて診療している精神科病院は未だ以っ 認知症とは病名ではありません、症状名です、その中

　て甚だ少ない。高齢化の時代で、従って認知症患者は には現在知られているだけでも五指に余る病気が含ま

　山ほどいる時代ですが、多くの認知症老人は精神科病 れています。将来的には更に細かく分類され新しい病

　院の認知症病棟に入院しているよりは、一般の療養型 気（病名）が次々と発見されるでしょう。病名が確定

　の（老人）病院や、老人保健施設や老人ホームに入院・ しなければ、つまり診断が確定しなければ、治療方針

　入所しています。それは、やむを得ないだけでなく、 は立てられません。仮の病名をつけて仕事にかかりま

　医療よりも介護の方がより切実に必要な認知症老人の すが、確かな病名にたどり着くことは容易なことでは

　方が大部分だからです。私共のほうゆう病院にもこの ありません。このような課題を真剣に受け止め、長期

　ような介護向きの認知症老人も少なからず入院して居 に亘る注意深い診療を通じて課題を解決するべく要請

　られます。止むを得ない事情で。認知症に伴い大なり されているのは、ほうゆう病院のような認知症専門精

　小なり一過性の問題症状・問題行動を合併した患者が 神科病院だけだと、私はこの六年間考えて来ました。

　精神科病院併設認知症病棟に入院することは社会的並 　新院長小阪憲司先生がこの病院に赴任を決意して下

　びに精神科救急的要請のためですが、それでは私共の さったのも、このような医学的要請に答えたい、この

　所のような認知症専門精神科病院の存在理由も又これ 病院でならそれに取り掛かれると考えて下さったから

　に準じた所にあるのでしょうか。私共の病院が存在を だと、私は思っています。この要請に答えるに最も相

　認められるとすれば、それは国の医療政策上の要請に 応しい人を見つけることができたということが、院長

　基づくというよりは、本来的に医学的要請に依ってで を退任するに当たっての私の最大の喜び、又誇りです。
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第４回　市民向け医療・福祉講座　盛況の内に開催

インフルエンザを中心に感染対策 湘南泉病院にて

　６月８日に、感染症の専門医（ＩＣＤ）である リウム（ハイターなど）で処理する。石鹸やアル

池島秀明先生を講師として迎え、１００名近い受 コール消毒は効かない。特効薬は無い。水分の補

講者で、湘南泉病院の研修会場は熱気に包まれて 給など対症療法が中心である。下痢止めは使用し

いた。最近の話題、インフルエンザ・ノロウイル ないほうが良い。

スを分かり易い表現でパワーポイントを駆使しな 　受講後の の満足度を見るととても

がら説明された。その要点をまとめると、 そう思う・少しそう思うを合わせて回答者の100％

　は突然３８度以上の高熱、痰、 が満足であった。記述された内容を見ると”とて

鼻汁などの上気道炎症状がみられるが、高齢者の も勉強になった””実践的で良かった””施設の

場合典型的な症状が出ない場合が多い。流行のピ マニュアルづくりに活かしていく”等であった。

ークは１月から３月上旬、予防については１に手 　第５回は、ほうゆう病院が担当なので認知症な

洗い、２に流行前のワクチン接種、３に適度な湿 どの専門的で具体的な内容を企画する予定である。

度の確保。治療としてのタミフル投与は、早期で

なければ効果は期待できない。諸外国ではこんな

に多用していない。特に小児については注意が必

要である。

については、潜伏期間２４時間

から４８時間の短期で発病し、手や食品を通して

（吐物の乾燥による飛遊でも）経口感染する。少

ないノロウイルスで感染症を起こす。対策は手洗

いと患者の糞便・吐物を囲い込み、次亜塩素ナト

　　フルート２人、サクソホーン１人、ピアノ１人、

　クラリネット１人、ハーモニカ１人、ボーカル３人

　計９人の団員による七夕コンサートが行なわれた。

　７月２日から毎日各職場をツアー演奏会で患者さん

　も楽しんだ。曲目は「七夕」「夏の思い出」「うみ」

　間には劇の上演「彦星・織姫ものがたり」も作業療

　法士により上演された。職場の皆さまのご協力あり

　がとうございました。

劇　「 彦星・織姫ものがたり」

インフルエンザ

ノロウイルス

アンケート

”アンサンブルほうゆう”結成

七夕コンサートで初演奏会 ほうゆう病院にて
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